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農業者の皆様には、日ごろより、農業行政に格別のご理解とご協力をいただき、ありがとうござ

います。 

西東京市では、「第２次農業振興計画」を平成 25年度に策定し、現在、この計画に基づき、農

のある豊かな生活環境の充実を目指したまちづくりを推進しております。 

「第２次農業振興計画」が来年度で計画期間を終了することに伴い、現在、新たな計画策定作

業を進めているところであります。そこで、計画策定にあたり、市内農業・農地の現状、また、農業者

の皆様が農業・農地について、どのようなお考えをお持ちであるかを伺いたく、アンケート調査を実

施することといたしました。このアンケート調査の結果は、今後の計画策定の参考として十分に活

用させていただき、「今後 10年間の西東京市の農業」を考える指標にしていくものです。 

今回の調査は、市内の全農業者様を対象にお願いするものです。無記名で、お答えはすべて統

計的に処理いたしますので、ご協力いただく皆様に対し、ご迷惑をおかけすることはありません。ま

た、調査の回答内容につきましては、「農業振興計画」策定以外の目的に利用することは一切ござ

いません。 

お忙しいところ誠に恐縮ですが、このアンケート調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいま

すよう、よろしくお願いいたします。 

 

令和４年 12月  

西東京市生活文化スポーツ部産業振興課 

 

記入上のお願い 

・このアンケートは、主に農業に従事されている方がご回答願います。 

・設問に従い、あてはまる回答の番号に○をつけてください。 

・お答えのうち、（   ）の中には、その内容を具体的にご記入ください。 

・ご記入を終えましたら、生活文化スポーツ部産業振興課へ提出をお願いいたします。 

令和５年１月１６日（月）までに、ご提出ください。 

 
・このアンケートについてのお問い合わせは、下記の担当までお願いします。 

 

 

  

【問い合わせ先】 

西東京市生活文化スポーツ部産業振興課 

〒188-8666 西東京市南町五丁目 6番 13号

電話：042-420-2820（直通） 

担当：樋口・永井 

 

《調査委託先》ランドブレイン株式会社 

千代田区平河町 1-2-10  

メール：nishitokyo-nogyo@landbrains.co.jp 

担当：齋藤・宇井 

第３次西東京市農業振興計画策定のための 

農業者意向調査へのご協力のお願い 
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１ 主に農業に従事されている方とご家族のことについてお伺いします。 

問１ あなた（主に農業に従事されている方）の年齢を教えてください。（１つに○） 

（１）20 歳代   （２）30 歳代   （３）40 歳代   （４）50 歳代 

（５）60 歳代   （６）70 歳代   （７）80 歳以上 

問２ あなたの性別を教えてください。（１つに○） 

（１）男性         （２）女性         （３）答えたくない 

問３ あなたの家族（同居されている方）の構成について教えてください。（１つに○） 

（１）ひとり暮らし（単身世帯）     （２）夫婦のみの世帯 

（３）親と子ども（２世代家族）     （４）祖父母と親と子ども（３世代家族） 

（５）その他の家族構成 

問４ あなたのお住まいを教えてください。（１つに○） 

（１）田無町 

（６）北原町 

（11）東伏見 

（16）泉町 

（21）北町 

（２）南町 

（７）向台町 

（12）保谷町 

（17）住吉町 

（22）下保谷 

（３）西原町 

（８）芝久保町 

（13）富士町 

（18）ひばりが丘 

 

（４）緑町 

（９）新町 

（14）中町 

（19）ひばりが丘北 

（５）谷戸町 

（10）柳沢 

（15）東町 

（20）栄町 

 

問５ あなた（主に農業に従事されている方）の農業後継者の状況について教えてください。 

（１つに○） 

（１）後継者がすでに農業に従事している  （２）後継してもらえる見込みがある 

（３）農業を継がせるつもりはない     （４）後継者はいない 

（５）わからない             （６）その他（具体的に           ） 

問６ あなたと家族（同居されている方）のおおむねの年間の従事日数を記入してください。 

続柄 

※本人との関係を記入してください 

（例：妻、母、息子など） 

農業従事日数 

（１～３を記入） 

 ① 本人  

② （             ）  

③ （             ）  

④ （             ）  

⑤ （             ）  

⑥ （             ）  

⑦ ６人以上いる場合は、他（  ）人  
 

  

左記の年間の従事日数

については、 

下記の１～３の番号を

記入してください。 

 

１：年間 60 日未満 

２：年間 60～149 日 

３：年間 150 日以上 
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2 農業経営の現状についてお伺いします。 

問７ あなたの営農種類について教えてください。（あてはまるものすべてに○、主なものに◎） 

（１）露地野菜    （２）施設野菜    （３）果樹   

（４）花卉      （５）植木      （６）体験農園等経営（農業体験農園、農園等） 

（７）その他（具体的に                              ） 

問８ あなたの家の年間（直近の）の農業所得と農業所得以外の所得を、教えてください。 

（※所得は、収入から必要経費（家族労働費を除く）を除いたもの。） 

【農業所得について】（１つに○） 

（１）なし（自家用のみ）   （２）50 万円未満     （３）50～100 万円未満 

（４）100～300 万円未満   （５）300～500 万円未満  （６）500～1,000 万円未満 

（７）1,000～2,000 万円未満 （８）2,000 万円以上 

【農業所得以外の所得】（１つに○） 

（１）なし          （２）50 万円未満     （３）50～100 万円未満 

（４）100～300 万円未満   （５）300～500 万円未満  （６）500～1,000 万円未満 

（７）1,000～2,000 万円未満 （８）2,000 万円以上 

問９ あなたの家の年間の農業所得（収入から必要経費（家族労働費を除く）を除いたもの）につ

いて、過去５年間での変化を教えてください。（１つに○） 

（１）増加した   （２）減少した    （３）変わらない   （４）その他 

問 10 農業・農地には市民にとって食の安全安心の確保や防災など、暮らしを守る機能が期待さ

れています。あなたが農業を営む上で、これからの農業や農地が持つ役割についてどのよ

うなことが重要か、お考えをお聞かせください。（３つまで○） 

（１）新鮮で安全な農産物の供給 

（２）まちなかに農地がある景観・風景の形成 

（３）環境に配慮した農業（有機農業、減農薬・減化学肥料栽培、エコファーマー等）の推進 

（４）良好な環境（農地周辺の気温低下など）の形成 

（５）昆虫などの生物が生息する生態系の維持・保全 

（６）災害発生時の避難先としてのオープンスペースの確保 

（７）市民農園・農業体験農園により農業に触れる機会の創出 

（８）子ども達が学校教育や情操教育の中で、農業に触れる機会の創出 

（９）地域の特産物開発（ブランド商品の開発） 

（10）農産物を活用した料理やイベント等の文化の伝承 

（11）まちの「ブランド力」の向上 

（12）その他（具体的に                              ） 
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問 11 農業収入を安定させるために、今後取り組んでいきたいことを教えてください。 

（あてはまるものすべてに○） 

（１）出荷先の多様化（市場だけでなく直売所への出荷や直販、契約栽培の実施） 

（２）農産物の高付加価値化・ブランド化 

（３）新しい品目の生産導入 

（４）露地から施設栽培への転換 

（５）新たな資材・作業機械（AI による生産管理、環境制御等）の導入による生産力向上 

（６）生産技術の向上に向けた技術習得 

（７）肥料や農薬の適正量の使用によるコスト管理・安全管理 

（８）東京都エコ農産物認証等により安心安全な農産物の生産 

（９）GAP（注）認証の取得 

（10）生産する農産物を活用した加工品開発 

（11）農家レストランの開業 

（12）周辺農家から農地を借りて生産規模を拡大 

（13）法人化や生産者組織化による生産力・販売力強化 

（14）市民農園、観光農園、農業体験農園の経営 

（15）特に何も検討していない 

（16）その他（具体的に                              ） 

(注)GAP（農業生産工程管理）：食品安全、環境保全、労働安全等の持続可能性を確保するため

の取組 

問 12 新たな農業の展開に向けて、民間事業者等との連携や実証で関心のあるものについて教え

てください（３つまで○） 

（１）観光事業者連携による農業体験・ツアー・農泊などの実施 

（２）医療・福祉関連事業との連携による農福連携、健康増進施策展開 

（３）アパレル事業との連携による農業ブランディング・商品開発 

（４）交通事業者連携での流通の仕組み導入 

（５）不動産・施設運営事業者等連携による農の空間創出 

（６）学校・教育関連事業者連携による子どもたちの教育への参画 

（７）ゼロカーボン（注）・カーボンオフセット（注）など地球に優しい農業による付加価値の向上 

（８）食品残渣や廃棄される農産物を活用した堆肥づくりなど環境・エシカル事業による社会課題の解決 

（９）特に関心はない 

（10）その他（具体的に                              ） 

（注）ゼロカーボン：気候変動という地球規模の課題の解決に向けて、二酸化炭素等の温室効果

ガスの排出をゼロにすること 

（注）カーボンオフセット：日常生活や経済活動において避けることができない温室効果ガスの

排出をまずできるだけ排出量が減るよう削減努力を行い、どうして

も排出される温室効果ガスは排出量に見合った温室効果ガスの削

減活動に投資すること等により、排出される温室効果ガスを埋め合

わせるという考え方  
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３ 過去５年間の農業施策についてお伺いします。 

問 13 西東京市の農業振興に向けて、以下のような施策を実施してきました。これらの事業について、

実施内容・状況に満足できるか、重要だと思うかについて、以下お答えください。 

  施策毎の満足度 施策毎の重要度 

満
足
し
て
い
る 

多
少
満
足
し
て
い
る 

多
少
不
満
で
あ
る 

不
満
で
あ
る 

わ
か
ら
な
い 

重
要
で
あ
る 

や
や
重
要
で
あ
る 

あ
ま
り
重
要
で
な
い 

重
要
で
な
い 

わ
か
ら
な
い 

例）事業１ 直売所の利用の促進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

 

 

 

【食と暮らしを支える多様な農業】 

事業内容・実績 施策毎の満足度 施策毎の重要度 

事業１ 直売所の利用の促進 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ ・市ホームページ、ガイド冊子「おでかけ図鑑」にて直売所
を紹介 

事業２ めぐみちゃんメニューの推進 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ ・小中学生が考えたメニューの販売 
・市民交流イベントの実施 

・農産物等販売会（マルシェ）の開催 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

・情報発信（ホームページ・Twitter・YouTube） 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

事業３ 学校給食との連携・農産物等販売会（マルシェ）の実施 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ ・学校栄養士と農業者の連絡会を開催、共通メニューを市内小

中学校・保育園で提供、小中学生が考えたメニューを提供 

事業４ めぐみちゃんブランドの普及啓発 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

・めぐみちゃんののぼり旗、着ぐるみ、ベスト等を作成 

事業５ 地域や商店街との連携 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ ・即売会の実施 
・ファームカーを活用した農産物の直売・農業者の PR 

 

【多様な担い手が生きがいややりがいを感じる農業経営】 

事業内容・実績 施策毎の満足度 施策毎の重要度 

事業６ 地元と連携した後継者育成、若い担い手（新規就
農者含む）の育成の検討 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 
・「農業後継者顕彰」事業実施 
・東京都 F&U セミナー活用、指導農業者制度と連携 

事業７ 女性農業者の育成の検討 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

・農業委員会に女性農業者が参加 

事業８ 農業者と援農ボランティアのマッチング機会の 
提供・援農ボランティアのスキルアップ 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 
・「東京の青空塾」修了者と農業者のマッチング 

・「広域援農ボランティア」の周知・広報 

評 価 

施 策 

満足度と重要度 それぞれ１つずつ○印をつけてください。 

記入例 
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事業内容・実績 施策毎の満足度 施策毎の重要度 

事業９ 認定農業者への支援の拡充の検討 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

・「認定農業者経営改善支援補助金」を実施、経営改善計画
作成への支援 

・現行の補助金の内容検討 
・直売所への支援策を検討 

事業 10 営農支援事業の適正運営 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

・JA 東京みらいにおいて、「営農支援事業」実施 

【農地の保全と活用】 

事業内容・実績 施策毎の満足度 施策毎の重要度 

事業 11 生産緑地地区制度への意見の具申 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ ・再指定や下限面積要件の見直しについて市に提言 
・都市計画課との連携（特定生産緑地） 

事業 12 農地の適正な肥培管理 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ ・農業委員会と市が協力し、農地パトロールを実施 

・実情に応じた指導を協議、検討 

事業 13 市内農業関係施設の活用推進 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ ・景観散策会や、寄せ植え体験を実施 

・農業学習や防災訓練を実施 

事業 14 災害協力農地の拡大 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ ・JA と市が協定を締結中 

・農業者への情報提供などの支援を実施 

事業 15 農業普及啓発プロジェクトの活用 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

・直売の支援にファームカーを活用 

事業 16 農地の貸借における仲介に仕組みづくりの支援 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

JA 等と連携し、貸し手と借り手の仲介や相談を実施 

【農業を通じた交流】 

事業内容・実績 施策毎の満足度 施策毎の重要度 

事業 17 めぐみちゃんマーケットの開催 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ ・農業者主体の農産物等販売会（マルシェ）開催に向けた検
討、協力 

事業 18 イベント等の実施 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 
・「親子で野菜づくりにチャレンジ」イベントを実施 
・緑のアカデミー事業として植木生産の広報・交流実施 
・イベントでの農の情報発信の充実 

事業 19 市民農園の新しい展開 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 
・使用料の見直し 
・肥培管理マニュアルの作成 
・マナー遵守の活動の実施、情報誌 Apron「エプロン」の配布 

事業 20 農業体験農園の推進 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 
・ホームページ等を活用した情報発信 
・市報や市民まつりでの広報の実施、支援 
・開設時に支援（補助金）の実施 
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４ 農業者への支援策についてお伺いします。 

問 14 市内産農産物キャラクター（めぐみちゃん）の活用について教えてください。 

（あてはまるものすべてに○） 

（１）市内産農産物キャラクター（めぐみちゃん）を知らない 

（２）市内産農産物キャラクター（めぐみちゃん）は知っているが、 

自らの販売等において、特に活用する意向はない 

（３）市内産農産物キャラクター（めぐみちゃん）を活用した資材 

（ダンボール箱・防雲袋等）を購入（市の補助事業を利用）している 

（４）直売所（庭先販売所）に、市内産農産物キャラクター（めぐみちゃん）

の「のぼり旗」を設置している 

（５）その他（活用に関してのご意見等） 

問 15 農業者への支援の対象についてあなたのお考えをお聞かせください。 

（特にお考えに近いもの１つに○） 

（１）経営規模（作付面積、販売金額）の大きな農業者には特に支援を充実すべき 

（２）経営規模（作付面積、販売金額）の小さな農業者が農業を持続できるような支援を行うべき 

（３）経営規模（作付面積、販売金額）の大小にかかわらず、意欲のある農業者（認定農業者等）

への支援を行うべき 

（４）その他（支援対象の具体的な考えなど。例：資材高騰に係る支援金の継続を希望） 

 

問 16 今後、農業者に係る支援について、どのような内容が重要か、お考えをお聞かせください。

（特に重要と考えるもの２つまでに○） 

（１）資金的支援（助成金、融資等） 

【その内容：                                   】 

（２）情報的支援（農産物 PR、農業イベント等情報発信、生産技術情報提供等） 

【その内容：                                   】 

（３）人的支援（技術支援、経営支援、農作業支援など） 

【その内容：                                   】 

（４）その他 

     具体的に： 

 

  

西東京市農産物 

キャラクター 

「めぐみちゃん」 



8 

 

５ 農産物の販売（庭先販売所、マルシェ出店等）についてお伺いします。 

問 17 今後の直売所（庭先販売所等）やマルシェ（朝市・青空市など）への出店等についてのお

考えをお聞かせください。（あてはまるものすべてに○） 

（１）自身の経営する直売所での販売を継続・拡大したい 

（２）近隣の農業者と共同で直売所経営を考えたい 

（３）JA の農産物直売所を利用したい 

（４）市内など近隣で開催されているマルシェ（朝市・夕市、青空市など）には出店したい 

（５）都心部で開催されているマルシェ（朝市・夕市、青空市など）にも出店したい 

（６）直売所の経営やマルシェに出店をしているが、課題や問題点がある 

具体的に：                                   

（７）その他 

具体的に：                                  

 

６ 学校給食についてお伺いします。 

問 18 学校給食での地元農産物利用についてのお考えを教えてください。（１つに○） 

（１）現状のとおり、各農家と学校との個別契約で進めるのが良い 

（２）JA 等がとりまとめ、組織化等の仕組みづくりに取り組むのが良い 

（３）その他（必要とお考えの事項等） 

 
 

７ 量販店や小売店への販売、契約販売等についてお伺いします。 

問 19 量販店や小売店への販売、契約販売等について状況を教えてください。 

（あてはまるものすべてに○） 

（１）現在スーパーマーケット等小売店舗との取引がある 

（２）現在、飲食店との取引がある 

（３）その他店舗等への直接出荷、販売（場所借り）をしている 

（４）消費者への宅配を実施している 

（５）店舗等との取引、宅配は実施していない 

（６）通信販売を民間事業者のサイトで実施している 

（７）通信販売を自身のサイトで実施している 

（８）その他（具体的に：                                     ） 
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８ 農業の担い手についてお伺いします。 

問 20 認定農業者制度についてお伺いします。（１つに○） 

（１）認定農業者の制度内容を理解し、既に認定を受けている 

（２）制度内容は理解し、認定を受けたいが「認定基準」を満たすことが難しい 

（３）過去に認定を受けていたが、再認定を受けなかった 

【その理由：                                 】 

（４）認定を受けたいと思わない 

【その理由：                                 】 

問 21 農作業の人員確保について教えてください。（あてはまるものすべてに○） 

（１）アルバイトを雇用している 

（３）援農ボランティアを受け入れている 

（５）人員の確保が必要だができていない 

（２）家族を動員している 

（４）人員確保の必要はない 

（６）特に何もしていない 

（７）その他（具体的に：                              ） 

問 22 援農ボランティアとして、農作業の手伝いをしてくれる方を受け入れることについて、ど

のような人材であれば受け入れたいですか？お考えをお聞かせください。 

（あてはまるものすべてに○） 

（１）中長期的（数ヶ月程度）の手伝いが可能である方なら受け入れたい 

（２）繁忙期（1 週間程度）など、必要な際だけでも手伝いが可能である方なら受け入れたい 

（３）農業への意向や一定以上の技術を確認できる方なら受け入れたい 

（４）受け入れは希望しない 

（５）その他（具体的に：                              ） 

 

９ 農地の状況についてお伺いします。 

問 23 あなたが所有（市内・市外）及び貸借して営農する農地の合計面積を教えてください。 

（１つに○） 

（１）５a 未満 

（４）50a~100a 

（７）200a~300a 

（２）5a~30a 

（５）100a~150a 

（８）300a~500a  

（３）30a~50a 

（６）150a~200a 

（９）500a 以上 
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問 24 あなたの農地保全・活用の課題について教えてください。（あてはまるものすべてに○） 

（１）相続時の税負担が課題 

（２）固定資産税などの税負担が課題 

（３）営農環境の悪化（周辺宅地住民との関係など） 

（４）農業資材・肥料等の価格高騰 

（５）規模拡大が難しく、農業収入の拡大が見込めない 

（６）後継者の確保が課題 

（７）農作業の人員不足により、農地の積極的な活用ができないことが課題 

（８）施設整備への投資が難しい 

（９）農地・施設維持のための経費が課題 

（10）その他（具体的に：                              ） 

問 25 都市農地に関する制度の改正により、 

相続税納税猶予制度適用農地でも貸借が可能になり、貸借中に生産緑地の相続が発生した

場合も相続税納税猶予制度の適用を受けることができることになります。 

これを受けて、生産緑地の貸借について、あなたのお考えをお聞かせください。 

（あてはまるものすべてに○） 

（１）自身が所有する生産緑地を貸したい・貸しても良い 

貸したい、貸しても良いとお考えの場合には、どのような活用を望みますか。

（あてはまるものすべてに○） 

① 地域の担い手に貸して営農を続けてもらいたい 

② 新規就農者に貸して、営農を続けてもらいたい 

③ JA や行政に貸して市民農園を開設してほしい 

④ 企業や NPO 等の法人に貸して市民農園を開設してほしい 

⑤ その他 

（２）生産緑地を借りたい・借りても良い 

 （３）生産緑地を貸す予定はない、借りる予定はない 

（３）その他（                                  ）  

 

１０ 農業を通じた市民との交流についてお伺いします。 

問 26 今後、農業を通じた市民等との交流にあたっては、どのような取り組みが効果的か、お考

えをお聞かせください。（あてはまるものすべてに○） 

（１）体験型のイベントの実施 

（３）即売会等の販売イベントの実施 

（５）農業体験農園の開設及び運営 

（７）朝市や直売の実施による市民との交流 

（２）農業に関する講座等の実施 

（４）市民農園の開設及び運営 

（６）観光農園の開設及び運営 

（８）その他（具体的に：                             ） 
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１１ 環境に配慮した農業についてお伺いします。 

問 27 有機農業など環境に配慮した農業について、お考えをお聞かせください。（１つに○） 

（１）現在取り組んでおり、今後も継続したい。 

取り組んでいるとお答えの場合には、どのようなことに取り組んでいますか。

（あてはまるものすべてに○） 

① 化学肥料を使わないなど環境に配慮した肥料を使用している。 

② 農薬の使用量を減らしている。 

③ 環境に配慮した機材や資材を利用している。 

④ 東京都エコ農産物認証制度の認証を受けている 

⑤ その他（具体的に：                      ） 

（２）現在取り組んでいるが、今後は通常の栽培に戻す予定である 

（３）現在取り組んでいないが、今後取り組みたい 

（４）現在取り組んでおらず、今後も取り組む予定はない 

（５）その他（具体的に：                             ）  

問 28 有機農業など環境に配慮した農業に取り組むことの課題について、お考えをお聞かせくだ

さい。（あてはまるものすべてに○） 

（１）通常と比べ、収益が見込めない 

（２）通常と比べ、労力がかかる 

（３）技術が必要のため、指導が必要 

（４）販売販路がない 

（５）その他（具体的に：                             ） 

 

１２ 最後に 

問 29 営農、農業経営に関する課題や農地保全に関する課題、第２次農業振興計画策定からの 10

年間の農業施策の評価、今後の第 3 次農業施策に対する期待など、ご意見がありましたら

ご自由にご記入ください。 

 

 

以上です。お忙しいところ、ご協力いただきありがとうございました。 


